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Abstract 
This paper treats of the experiments on the combustion and running characteristics in the 
accelerative or reductive operation of a four-stroke cycle gasoline engine. Therefore， to study the 
combustion process in operating condition， the flame propagating speed is measured by means of 
Ion-Gap method and in order to examine the running characteristics， the instantaneous engine speed 























シリンダ数 1 燃料消費率 280 g/~P.h 
標準出力 4.0 rP /3600 rpm 内径×行程 65φx60mm 
最大出力 5.0 H" /4000 rpm 総排気量 199 cc 






4サイクノレ機関の加速(増速)特性について (策1報j 687 
排気管Eぴ消音器
図-2 実験装置



























発生時期をも同時記涼し，乙れらから図 7の如く 図~5 イオン間隙取付装置
点火おくれほめおよび、火焔伝播速度 (fs.)を定義し，次式から算出した。
iJt = t13一一 l'_3 .・t(lI3-l12 














































dω/ω {L/1一(k，+丸)ωJ1}= dt (4 ) 
(141) 
690 沢則弘
従って (4)式は積分可能であり，t=O rこて ω=ω。とおき積分定数を決定すれば
E 
ωニ L/[{L/ω。一(k，+ん)}e I 十(丸十丸)] (5 ) 
故l乙
t=附叫ω/ω。-町並引1一町並 ω} (6 ) 
の関係が与えられる。 供試機関の特性値ιん Iおよび最初の機関角速度 (ω。)，機関の発生
トノレク係数 (L)が与えられるならば機関角速度 (ω)と所要時間 (t)との関係および平均加速度
(ωーω。)/tを容易に求めることができるわけである。 しかし機関の発生トルク (Lω)は熱効率
(1Ji)，燃焼効率 (1Jo)，空気過剰率 (.1)および体積効率(れ)等によって影響され，一般に Lωoc1Ji
(1Jo/ .1)・%の関係がある。従って加速運転条件，すなわち気イじ器絞弁の開放速度やその範囲によ
っても(布o/A)が変化するであろうし，機関寸度(吸気管長等)などによっても影響を受けるで
あろう。ここでは特定の供試機関 (I， k， k2宇const)を用い，他の因子の影響を明らかにしよう。
3・1・ 気化器絞弁開放所要時間 (to)




時間 (to)を順次長くしていくと加速運転に入った初期においては機関回転数 (N)の追従性 (Nt
-N)は， b， c， aの順となっており最適の所要時間 (to)が存在することがわかる。 しかし加





































くれ回転数 (Nt-N)mロおよび加速おくれ面積 (A)，加速おくれ回転数が (Nt-N) = 100 rpm 











































しかし加速範囲が大きい場合山T= 1500~3500 rpm) 
(144) 
その値もほとんど同じである。lと減少し，




























性が悪いので混合気は稀薄となる。 従って，この場合の点火おくれ (Lit)は大きい。 しかし




































































































はほぼ等しいが，点火おくれ (L1t) は混合比 (Aj刊の大きい AjF=15.3 の方が約 O.5~lms も




















































dω/dt十(k，+ん)ω2/1= 0 ( 7) 
で与えられ，上式を積分し，tニ Oで ω=ω。とおいて積分常数を決定すると
1 1 
t=夜汗瓦了・LJ{1ー ωJω} (8 ) 
の関係が得られる。 従って機関の特性値 1，k"ん ω。が一定であれば減速性は主として減速
範囲 (ω。/ω)に支配され，平均速度 [ωー ω。l/tは(8)式から


































noo 1100 1800 1960 2200 2720 
図-19(a) 減速運転中のシリンダ圧口V=2280~1765)
1810 1845 2200 
図-19(削減速運転中のシリンダ圧 (N=3000~1700)
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